
令和２年度上半期に実施した主な事業【ひと】

事　業　名 内　　容

東京オリンピック・パラリン
ピックレガシー創出事業

◆オランダ連携事業
　 これまで来日したオランダのパラアスリートや障がい者スポーツの専門家から、区
　 の子どもたちに向けて、令和2年7月に「コロナに負けるな」応援メッセージが届きま
　 した。メッセージは、動画ｄｅあだちで公開して、交流のあった児童・生徒にチラシを
　 配布しました。
   【チラシ配布】花畑地域小・中学校8校、都立特別支援学校2校
   【視聴数】1,425回

   オランダオリンピック委員会・スポーツ連合（NOC*NSF）とオンライン会議を実施。今
後の連携や、あだちスポーツコンシェルジュの課題について意見交換を行ないまし
た。
   【実施日】7月22日
   【参加団体】NOC*NSF、日本スポーツ振興センター（JSC）、足立区、江戸川区、
　　　　　　　　  西東京市
   【実施日】9月3日、24日
   【参加団体】NOC*NSF、JSC、足立区

   障がい者の運動・スポーツ相談窓口「あだちスポーツコンシェルジュ」を開設しまし
た。
   【開設日】9月1日
   【窓口】スポーツ振興課

学童保育室運営事業

　 待機児童が多い地域で学童保育室の整備および特別延長保育の拡充を図りまし
た。
◆4月に新たに学童保育室を3箇所開設し、110人の定数増を図りました。
　 【関屋地区】　35人（民設民営）
　 【保塚・南花畑花畑地区】　40人（民設民営）
　 【伊興南地区】　35人（指定管理）
◆令和3年度4月開設に向けて、千住西、千住桜木・河原町、関原地区を対象に民設
　 学童保育室の公募を行いました。
◆新たに5箇所（区立3箇所、民設民営2箇所）でお子様を19時までお預かりする
　 特別延長保育を開始しました。

子育てサロン事業

◆子育てサロンハートアイランド新田を開室しました。
◆「足立区子育てサロン整備計画」に基づき、3タイプ（商業施設等内子育てサロン、
　 単独型子育てサロン、児童館子育てサロン）の役割を明確にして、パンフレットや
　 ホームページ等で周知を行いました。
◆自宅でも子育てサロンの遊びができるように「おうちde子育てサロン」の動画を
　 作成し、動画deあだちに掲載しました。
◆商業施設内、単独型子育てサロンで、新規事業「ハーフバースデイの写真撮影」
　 を開始しました。
◆新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、商業施設内、単独型子育て
　 サロンにおいて、4月20日から主に電話相談を実施しました。

こども未来創造館事業

　 「おうちでギャラクシティ」と題し、自宅にいながらVRでギャラクシティを散策し、クイ
ズに答える「VRクイズラリー」やぬりえ台紙をHP上に公開し、作品を募る「ギャラぽん
のぬりえひろば」などを実施しました。
　 まるちたいけんドームでは、「足立の花火」の映像をプラネタリウムで投影し、色彩
鮮やかな花火と迫力ある打ち上げ音で、本当の花火会場のような雰囲気を演出しまし
た。
◆利用者　102,676人
 　（4月～9月※ 4～5月は休館。西新井文化ホール分（4,116人）含む）



ワーク・ライフ・バランスの
推進事業

　 多くの区内中小企業が段階的にWLBに取り組めるよう分野別認定を取り入れた足
立区独自の「WLB推進企業認定制度」の募集を実施しました。
◆募集期間　　 6月10日～8月14日
◆申請企業数　16社（新規企業15社、既存認定企業のステップアップ：1社）

　 男性の育児参加を促進するためにイクメン・イクジイフォトコンテストの応募作品を
募集しました。
◆応募期間　7月25日～9月末
◆応募総数　306作品

文化・読書・スポーツ活動
協創推進事業

【文化分野】
◆おはじきサッカー
　 子どもから大人まで誰もが楽しめる「おはじきサッカー」の体験会を区内学習
　 センターで月2回実施しました。　　上半期　体験人数　248人
　 （4～6月は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止）

【スポーツ分野】
　 新型コロナウイルス感染症の影響により様々なイベントが中止や延期となるなか、
総合型地域クラブでは運動・スポーツの普及や地域コミュニティの醸成のため、フット
サル、卓球、ファミリーテニス、ビーチボールバレーといったプログラムを開催しまし
た。
◆総合型地域クラブ　地域コミュニティ事業
　 興本倶楽部他4クラブにて実施　　総事業数　11事業　　総参加者数　614人

ひとり親家庭総合支援事業
【ひとり親家庭交流事業（サ
ロン豆の木）】

　 ひとり親家庭の皆さん同士が、仕事、生活、子育て等の悩みや相談、情報交換をす
る場です。定期的に開催しており、毎回様々なイベントや講座を行いました。
◆開催期間　　 6月～9月
　                    第1・2・4土曜日
                      梅田・西新井地域他
              　　　 ※新型コロナウイルスの影響により、4月・5月は中止
◆実施回数　　 11回
◆参加世帯数　延べ64組146人

あだちスマイルママ&エン
ジェルプロジェクト（ＡＳＭＡ
Ｐ）の推進事業

　 妊娠届出時のアンケートから支援が必要な妊婦を把握し、保健師等が訪問・電話
等により支援を実施しました。また、出産後には赤ちゃん訪問、3～4か月児健診を実
施することにより、切れ目のない支援を行いました。
◆特に指導・支援が必要と判断した妊婦に対し、保健師が訪問した実人数　183人
◆こんにちは赤ちゃん訪問延べ人数　2,147人

ユニバーサルデザイン推進
事業

　「足立区ユニバーサルデザイン推進計画（2019年度～2025年度）」に基づき、令和元
年度に実施した個別施策について、自己評価を行いました。今年度も各担当部署で
上記計画の年度別計画に基づき個別施策を実施しています。

教育政策管理事務
【小学校図書館支援員派
遣】

　 民間事業者の専門的なノウハウを活用し、学校図書館の環境整備、読書活動の推
進など、学校図書館の活用充実に向けた支援を行いました。
◆実施校　　 小学校全69校
◆支援回数　週2回　6時間/1回
　 （9月末現在）

教育政策管理事務
【中学校図書館支援員の配
置】

　 中学校全35校の図書館に学校図書館支援員を配置し（各校1人）、図書の整理をは
じめ、学校図書館だよりの発行、調べ学習のサポートなどを行い、生徒たちの学習や
読書活動の充実に向けた環境を整備しました。
◆中学校　図書館支援員　35人
　 （9月末現在）



学力向上対策推進事業
【多層指導モデル（MIM）】

　 学習の基礎となる「流暢な読み」の獲得を目指し、全校小学1年生各クラスの学習
や活動において、異なる学力層の子どもに対応した指導・支援を行うとともに、教員を
対象にMIM研修会を1回実施しました。
◆参加者延べ116人

学力向上対策推進事業
【英語マスター講座】

　 中学生を対象に、オンライン英会話を活用して英語4技能（「聞く・読む・話す・書く」
力）を伸ばすための委託事業を実施しました。
◆参加生徒数　89人
◆月曜・水曜・金曜の3コースを設定
◆全25回のうち、月曜・水曜コースは4回、金曜コースは3回実施済み
　 （9月末現在）

学力向上対策推進事業
【大学連携事業】

　 児童・生徒の英語力向上および教員の指導力向上に向け、明海大学との協定に基
づく連携事業を展開しました。
◆大学教授による中学校授業改善支援
◆大学教授による小学校外国語活動アドバイザーの育成支援

学力向上対策推進事業
【足立はばたき塾】

　 成績上位で学習意欲も高いが、経済的理由等により、学習塾などの学習機会の少
ない中学3年生を対象にした、難関都立高校等受験対策講座を民間教育事業者を活
用して実施しました。
◆参加生徒数　　60人
◆定期講座（土曜日実施） 全40回のうち19回を実施済み
◆日曜講座（日曜日実施） 全10回のうち5回を実施済み
　 （9月末現在）

学力向上対策推進事業
【学力定着指導員配置】

　 学校経営や児童・生徒の学力向上等教育政策課題の解決に向けた取り組みに関
して指導、助言を行いました。
◆学力定着指導員　11人
　（9月末現在）

学力向上対策推進事業
【教科指導専門員配置】

　 児童・生徒の基礎学力定着には教員の指導力向上が不可欠であるため、経験豊
富で教科指導に秀でた専門員が小・中学校を巡回し、指導・助言を行いました。
◆教科指導専門員　小学校46人　中学校35人
　（9月末現在）

学力向上対策推進事業
【そだち指導員配置】

　 小学校全校に指導員を配置し、3・4年生を対象に別教室で個別指導（国語・算数）
を行い、つまずきの早期解消を図りました。
◆そだち指導員　小学校　76人
　（9月末現在）

学校の指導事務
【生活指導員配置】

　 適切な学習環境の確保・向上を図るため、生活指導員を全中学校を対象に配置
し、生徒の生活面を支援しました。
◆中学校生活指導員　29校32人
　 （9月末現在）

学校の指導事務（あだち日
本語学習ルーム新設）

　 主に外国籍等児童・生徒への日本語指導を充実させるため、区内小学校に日本語
学習ルームを設置しました。

学校の指導事務（音声翻訳
機の導入）

　 増大する外国籍児童・生徒への対応のため、区立小・中学校全校に各1台、音声翻
訳機を導入しました。



学校の指導事務（日本語適
応指導講師）

　 外国籍等児童・生徒への対応のため、小・中学校へ日本語適応指導講師を派遣
し、日本語の習得を支援しました。

学校の指導事務（弁護士委
託費用）

 　主に学校で発生した事故等の対応のため、弁護士委任契約を締結し、示談交渉・
調停・訴訟対応等を行いました。

教育課題解決への取組事
務
【よりよい学校生活と友達づ
くりのためのアンケート調査
事業】

　 よりよい学校生活と友達づくりのために、学級集団の状況に関する児童・生徒への
実態調査を行い、調査結果から児童・生徒の潜在的な不満・不安を把握し、安定した
学校経営を計画的に行うよう努めました。
◆実施校　全小中学校（小学校69校、中学校35校）
◆実施対象　小学3年生から中学3年生まで

幼児教育振興事業

◆幼児教育研修
　 教育・保育の質の向上のため、幼稚園教諭・保育者を対象に乳児や幼児、年齢別
　 担任などの研修を実施しました。
 　【実施回数】　  　　  30回
 　【参加者延べ】　 1,766人　（9月末現在）
◆幼保小連携活動
 　就学前教育・保育施設と小学校の職員間の相互理解を深めると共に、子どもたち
　 がスムーズに小学校へ就学できるよう、幼保小連携についてブロック担当者会議
　 を開催して活動を依頼するとともに、教員・保育者等向けの接続期教育研修を実施
　 しました。
　 【ブロック担当者会議】　8月3日
　 【接続期教育研修】  　　7月29日

放課後子ども教室推進事
業

　 地域の方々の協力により、小学校施設（校庭や教室など)を活用し、児童の放課後
の安全安心な居場所を提供しました。
◆実施校　小学校57校（9月末現在、未再開12校）
◆延実施日数　 1,702日
◆延参加人数　41,599人
　 ※新型コロナウイルス感染症拡大による3月2日からの学校の臨時休業にあわせ、
　 　 放課後子ども教室は休止しました。

育英資金事業

　 育英資金緊急対策（新型コロナウイルス感染症関連）で「返済猶予」「特別貸付」「免
除条件付緊急貸付」を実施しました。なお、申請期間は12月15日まで。
◆返済猶予　51人
◆特別貸付　　6人
◆育英資金貸付者に対する免除条件付緊急貸付　110人

　 育英資金貸付及び奨学金返済支援助成の募集を行っています。（8月3日から11月
30日）
◆募集人数　貸付80人　助成80人

家庭的保育事業
【保育ママPR用動画作成委
託】
【新規保育ママ認定養成研
修委託】

◆保育ママ及び小規模保育事業の魅力をアピールし、入所率向上を図るための保育
　 ママ及び小規模保育事業のPR動画を作成しました。
◆保育ママ養成のための研修を実施しました。

認証保育所等利用者助成
事業
【認証保育所（管内・管
外）、その他認可外保育施
設等】

　 認証保育所利用者の保育料負担軽減を実施しました。
◆延べ5,560人／256,193千円



発達障がい児支援事業

　 教育・保育施設等から小学校・中学校までスムーズな情報の引継ぎを目指します。

◆相談しやすい窓口
　 ・相談受理件数  　　489件
　 ・感染予防の自粛中の電話フォロー件数　　239件
◆支援の継続
　 ・チューリップシート提出率　　98％
◆特性に応じた支援の充実
　 ・未就学機関への訪問支援回数　　399回
　 ・小、中学校への訪問支援回数　　　53回（小学校39回・中学校14回）

教育相談事業
【不登校対策支援事業】

　 各学校における不登校児童・生徒への取り組みを支援するため、登校サポーターを
派遣し、家庭へのお迎えや学校での別室登校の対応を行いました。
◆登校サポーター　  67人
◆対象児童・生徒　150人


	上半期 （ひと）

